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( 1 ) 岩畔豪雄『科学時代から人間の時代へ』理想社、昭和四十五年、421 頁。





































参議院会議録情報「第 078 国会ロッキード問題に関する調査特別委員会第 6号」を参照さ
れたい。
































( 5 ) 拙稿「一軍人の戦後 ――岩畔豪雄と京都産業大学―― (上)」産大法学 50 巻 1・2 号、



























( 6 ) 浅野祐吾「この本を読む人のために」、岩畔『科学時代から人間の時代へ』、417〜418
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( 8 ) 法廷証番号 3387：岩畔豪雄宣誓供述書 (弁護側文書番号：2567)、および法廷証番号
3442：岩畔豪雄宣誓供述書 (弁護側文書番号：2589)。




















































































(14) 加藤哲郎編『CIA日本人ファイル：米国国立公文書館機密解除資料』第 2 巻 (服部卓
四郎・東久邇稔彦 昭和天皇裕仁・今村均 石井四郎・河辺虎四郎)、現代史料出版、2014
年、64〜137 頁。ちなみにこの資料集は『CIA日本人ファイル』全 12 巻 (2014 年刊) と
『CIA日本問題ファイル』全 2巻 (2016年刊) の二部から成る。前者は「2000 年日本帝国
政府情報公開法にもとづき機密解除された戦時・占領期の日本関係資料約 10万ページの
中から、特に注目度の高い、米国中央情報局 (CIA) が収集した日本人 31 人の個人ファ
イルを収録したものである」(加藤哲郎「CIA日本人ファイル 解説」、『CIA日本人ファイ




















権威を有している。一九四八年から四九年にかけて「K. A. T. O. 機関」
(河辺、有末、田中隆吉、及川源七) として知られた河辺の集団は、主
として旧参謀本部の選ばれた高級将校たちと、旧将官級の親しい仲間








































































































































































































































































































































































































































































































































































大学 30 年の歩み』、『京都産業大学 40 年史』) を挙げてきたのは、このためであると思わ
れる。
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